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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
学
は
、
昨
年
９
月
に
創
立
１
３

０
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
創
立
１
３
０
年
記
念
事
業
が

展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も

実
り
あ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

豊
か
な
成
果
は
、
オ
ー
ル
専
修
の
力
の

結
晶
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
ご
支
援
・
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
対

し
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
干
支
で
あ
る
寅
に
あ
や
か
っ

て
、
本
学
の
歩
み
も
創
立
１
５
０
年
に

向
け
た
雄
々
し
く
力
強
い
も
の
で
あ
り

た
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
新
学
部
「
人
間
科
学

部
」
、
そ
れ
に
文
学
部
の
新
学
科
「
人

文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
」
を
含
む

７
学
科
編
成
は
、
専
修
大
学
の
躍
動
に

弾
み
を
つ
け
、
幅
広
い
専
修
人
の
育
成

に
寄
与
し
て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

１８
歳
人
口
の
激
減
に
よ
っ
て
大
学
改

革
は
待
っ
た

な
し
の
状
況

に

あ

り

ま

す
。
現
在
迎

え
入
れ
て
い

る
学
生
の
質

を
い
か
に
保

証
す
る
か
と

い
う
喫
緊
の

課
題
の
解
決

だ

け

で

な

く
、
７
、
８

年
後
に
迫
っ

て
い
る
１８
歳

人
口
の
さ
ら

な
る
減
少
を

も
見
据
え
た
、
骨
太
の
大
学
改
革
の
実

行
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
創
立
１
５
０
年
ま
で
の
２０
年

間
は
、
ま
さ
に
大
学
改
革
の
時
代
で
あ

り
ま
す
。
と
く
に
１８
歳
人
口
が
平
坦
に

移
行
す
る
こ
こ
７
、
８
年
の
間
に
、
専

修
大
学
の
人
的
・
物
的
基
盤
を
確
た
る

も
の
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
生
き
残
り
を
か
け
た
大
学
間
競
争

の
中
に
あ
っ
て
、
大
学
と
し
て
の
品
格

を
保
持
し
な
が
ら
、
「
礎
固
し
」
と
校

歌
に
歌
わ
れ
た
人
間
教
育
の
場
を
次
の

世
代
に
渡
し
て
い
く
の
は
、
第
５
世
代

の
専
修
人
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。

教
育
・
研
究
の
拠
点
で
あ
る
キ
ャ
ン

パ
ス
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
７
、
８
年

後
の
１８
歳
人
口
の
さ
ら
な
る
減
少
と
大

学
定
員
の
変
動
を
考
慮
に
い
れ
、
か
つ

財
政
状
況
の
推
移
を
も
熟
慮
し
た
上

で
、
計
画
的
か
つ
段
階
的
に
進
め
る
べ

き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
、
石
巻
キ
ャ

ン
パ
ス
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
課
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。
相
互
の
連
携
を
ど
う
取

っ
て
い
く
か
も
大
き
な
問
題
で
す
。
中

期
的
な
展
望
に
立
っ
て
、
総
合
的
な
問

題
解
決
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
い
て
は
、
建
て
直

し
の
時
期
が
迫
っ
て
お
り
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
に
あ
っ
て
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

動
線
を
描
い
た
上
で
の
校
舎
の
配
置
が

必
要
で
す
。
神
田
及
び
生
田
の
両
キ
ャ

ン
パ
ス
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
校
地
を

前
提
に
し
て
ど
の
程
度
の
規
模
の
も
の

が
考
え
ら
れ
る
の
か
、
い
わ
ゆ
る
キ
ャ

ン
パ
ス
構
想
の
試
案
を
２１
年
度
中
に
提

示
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
試
案

は
、
あ
く
ま
で
も
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
の

た
た
き
台
で
す
。
な
に
よ
り
も
予
算
の

裏
付
け
が
必
要
で
す
し
、
今
後
の
学
生

数
及
び
教
職
員
数
を
ど
う
措
定
す
る
の

か
、
建
物
を
ど

の
よ
う
に
使
う

の
か
、
そ
の
教

育
内
容
は
ど
ん
な
も
の
か
、
と
い
っ
た

ソ
フ
ト
面
で
の
検
討
も
な
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
試
み
に
、
ハ

ー
ド
面
に
お
い
て
、
ど
の
程
度
の
整
備

が
物
理
的
に
可
能
な
の
か
を
粗
々
描
い

て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
構
想
を
実
現
す
る
上
で
検
討
す

べ
き
事
柄
は
山
ほ
ど
残
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
中
期
計
画
の
下
で
キ
ャ
ン
パ
ス
整

備
に
取
り
か
か
る
決
意
を
表
明
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
年
も
、
「
学
生
を
基
本
に
据
え
た

大
学
づ
く
り
」
を
念
頭
に
お
き
、
本
学

の
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
「
社
会
知

性
の
開
発
」
を
推
し
進
め
、
「
知
の
発

信
」
に
よ
っ
て
専
修
大
学
の
存
在
感
を

高
め
て
い
く
所
存
で
す
。
パ
ワ
フ
ル
で

実
り
豊
か
な
一
年
で
あ
る
こ
と
を
祈

り
、
新
春
の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

合
格
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー（
司
法
試
験
・
公
認
会
計
士
試
験
）／
合
格
者
祝
賀
会
…
…
❸

校
友
会
主
催
・
留
学
生
を
囲
む
会
／
箱
根
駅
伝
・
応
援
に
感
謝
す
る
会
…
…
…
❺

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
課
題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告
…
…
…
❼

坂
田
隆
学
長
・
年
頭
の
抱
負
／
専
大
北
上
高
と
協
定
…
…
…
…
❽

新
学
長
に
寺
本
千
名
夫
教
授
が
就
任
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❾

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
充
実
の
カ
ギ
に
―
学
生
相
談
室
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❿

公
演
は
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
の
ラ

コ
ッ
ツ
ィ
ー
行
進
曲
（
指
揮
・

三
河
正
典
氏
）
演
奏
、
日
髙
義

博
理
事
長
・
学
長
の
あ
い
さ
つ
、

専
修
大
学
校
歌（
指
揮
・
同
）
演

奏
の
あ
と
、
指
揮
者
に
�
炎
の

マ
エ
ス
ト
ロ
�
小
林
研
一
郎

氏
、ソ
リ
ス
ト
に
菅
英
三
子（
ソ

プ
ラ
ノ
）、谷
口
睦
美
（
メ
ゾ
・

ソ
プ
ラ
ノ
）、大
槻
孝
志
（
テ
ノ

ー
ル
）、
青
戸
知（
バ
リ
ト
ン
）

の
４
氏
を
迎
え
、
１
時
間
１０
分

に
わ
た
り
「
第
九
」
を
披
露
。

小
林
研
一
郎
氏
か
ら
長
年
指

導
を
受
け
て
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア

混
声
合
唱
団
の
武
蔵
野
合
唱
団

１
０
０
人
が
共
演
。
祝
祭
合
唱

団
７３
人
に
加
え
「
１
８
０
人
編

成
」の
コ
ー
ラ
ス
と
な
っ
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
の「
歓
喜
の
歌
」

で
は
、
大
合
唱
の
熱
気
と
管
弦

楽
の
沸
き
立
つ
若
さ
が
一
体
と

な
り
会
場
に
響
き
渡
っ
た
。
演

奏
終
了
と
同
時
に
拍
手
が
会
場

を
包
み
、鳴
り
止
ま
な
か
っ
た
。

「
専
フ
ィ
ル
」メ
ン
バ
ー
１
０

０
人
は
１
年
半
以
上
に
わ
た
っ

て「
第
九
」の
準
備
を
重
ね
た
。

祝
祭
合
唱
団
は
学
生
、
ご
父

母
、
卒
業
生
、
教
職
員
ら
と
多

摩
区
民
か
ら
公
募
。
今
年
６
月

に
練
習
を
始
め
た
メ
ン
バ
ー

は
、
合
唱
未
経
験
者
が
多
か
っ

た
が
、パ
ー
ト
決
め
、音
取
り
、

発
声
法
、
ド
イ
ツ
語
の
発
音
練

習
、
音
楽
的
表
現
法
…
…
と
猛

特
訓
を
受
け
た
。
こ
の
日
の
本

番
で
は
総
員
が
そ
の
成
果
を
十

分
に
発
揮
し
た
。

「
専
フ
ィ
ル
」
コ
ン
ト
ラ
バ

ス
の
関
原
花
穂
里
さ
ん（
文
４
）

は
「
第
九
は
夢
で
し
た
。
し
か

も
専
大
最
後
の
年
に
小
林
先
生

の
下
で
最
高
の
演
奏
を
経
験
で

き
ま
し
た
。
先
生
に
は
音
楽
の

カ
ベ
の
向
こ
う
側
を
見
せ
て
い

た
だ
き
、
積
み
重
ね
て
き
た
も

の
が
一
気
に
広
が
っ
た
と
思
い

ま
す
」
と
充
実
感
い
っ
ぱ
い
。

祝
祭
合
唱
団
に
参
加
し
た
育

友
会
副
会
長
の
青
木
み
ど
り
さ

ん
は
「
初
心
者
で
も
や
る
気
が

あ
れ
ば
大
丈
夫
と
言
わ
れ
、
奮

起
し
ま
し
た
。
電
車
の
中
で
も

『
フ
ロ
イ
デ
、フ
ロ
イ
デ
』と
口

ず
さ
み
、
周
り
の
視
線
を
浴
び

た
の
も
懐
か
し
い
思
い
出
で

す
。
練
習
は
発
見
と
感
動
の
連

続
で
し
た
」と
、笑
顔
で
話
し
た
。

祝
祭
合
唱
団
練
習
で
、
６
カ

月
に
わ
た
っ
て
伴
奏
し
た
ピ
ア

ニ
ス
ト
三
枝
美
佐
さ
ん
は
「
最

初
の
日
は
、
自
分
の
パ
ー
ト
も

わ
か
ら
な
い
団
員
が
ピ
ア
ノ
の

前
に
ぞ
ろ
り
。
『
ど
う
な
る
こ

と
や
ら
』
と
心
配
し
ま
し
た
。

で
も
回
を
重
ね
る
ご
と
に
メ
キ

メ
キ
と
力
を
つ
け
見
事
な
本
番

を
迎
え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

な
に
よ
り
も
合
唱
に
対
す
る
純

粋
さ
、
ひ
た
む
き
さ
に
感
動
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
自
分
自
身

に
拍
手
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
」
と
合
唱
団
を
た
た
え
た
。

「
ブ
ラ
ボ
ー
」
―
―
。
専
修
大
学
創
立
１
３
０
年
記
念
「
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
第
九

特
別
演
奏
会
」
が
１２
月
５
日
、
川
崎
市
の
ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
専
修
大
学
の
祝
祭
合
唱
団
と
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
（
布

施
達
志
団
長
）
に
よ
る
歓
喜
の
歌
声
が
、
１
７
０
０
人
の
聴
衆
を
包
み
込
ん
だ
。

石
巻
専
修
大
学

北
海
道

短

大

学
校
法
人
専
修
大
学
理
事
長
・
専
修
大
学
長

日
髙

義
博

「
歓
喜
の
歌
」高
ら
か
に

専
修
大
学
創
立
１
３
０
年
記
念
「
第
九
」特
別
演
奏
会「専フィル」と「祝祭合唱団」２８０人

▲ ミューザ川崎シンフォニーホールで（撮影はいずれも三好英輔氏）

２０１０ 年頭にあたって

▲ タクトを振る
小林研一郎氏

さ
ら
な
る「
知
の
発
信
」で
存
在
感

〝炎のマエストロ〟迎え

��������	















�

�������� 
�
�
�
�
�
�
�

�

〠101-8425
東 京 都 千 代 田 区
神 田 神 保 町３‐８
☎03-3265-5819（直）

第４７２号

毎月１回１５日発行
（定価一部９０円）

発 行 所

専修大学広報課

（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１０年（平成２２年）１月１５日（１）


